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今
年
も
宅
宮
月
刊
日
設
の
敬
車
品
約
詩
に
、
タ

ー
ト
ワ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
〈
高
約
お
ス
ポ
ー
ツ

大
会
)
を
始
め
と
し
て
、
同
四
日
月
凶
日
a

叫
問
日

に
は
，
官
同
払
附
議
文
化
祭
も
行
い
ま
す
。

タ

l
ト
リ
ン
ピ
ヴ
タ
で
汗
を
抽
出
し
、
文
化

ω
併
で
8
域
内
織
を
数
帯
臨
し
て
は
い
舎
が
で
し

ょ
う
か
。
ど
し
ど
し
参
加
し
て
下
き
い
。

m タハい主

喜i間望
者り!ii Iきき
スングペ"111
;ji・ピ 主
I ':/ L. 

ツク 工
大犬 、
会会

四
v
録
時
9
月
刊
日
a
u
一
木
〉
ル
ヤ
附
則
9
時

油
分
か
ら
午
後
3
時
初
分
(
一
間
一
六
円

場
券
9
m
月
山
崎
日
)

V
A
潜
哨
明
湖
北
ム
討
中
央
公
脳
間

w
v
参
加
資
絡
若
人
ク
ラ
プ
会
員
及
V

部
品
隅
以
上
の
市
内
総
住
者

w
v
申
込
方
法
在
人
ク
ラ

γ
会
員
品
会

議
へ
8
汚
総
説
〈
木
)
ま
で
に
、
会

長
以
外
的
十
々
は
、
ハ
ガ
キ
か
浴
藷
で

…
簡
設
事
務
所
へ
9
バ
6
臼
ま
で
に
申

込
ん
で
下
さ
い
。

議
齢
者
文
化
祭

V
潟
糊
問
問
同
月
間
H
〔

b

凡
)
寝
泊
日
~
水
)

W
会
機
託
人
日
間
後
セ
υ
/
b
ノ

j

「つつ

t
w柁一

色
f
耐

T
L
潟
総
背
悩
怯
戸
行
事
と
{
亡
、
。
柄
殺
人
会
同
月
訪
日
u
k
e前
9
時
鵠

a
d
H
月
間
日
か
ら
タ
i
ト
リ
シ
ピ
γ
ク
大
分
か
ら
午
後
3
時
〈
同
時
踊
・
日
比
話

会
を
絞
め
と
し
て
、
時
け
に
は
お
紗
お
致
時
間
州
問
・
そ
的
総
)

文
化
祭
ふ
影
公
定
し
て
い
ま
七
と
し
ど
O
M
閃
終
納
付
検
大
会
時
河
川
四
日
公
凶
9

し

努

加

し

て

下

ざ

い

。

時

刊

す

か

ら

午

後

3

時

中
市
内
的
潟
鈴
詩
人
口
(
部
殺
円
以
上
)
む
国
間
覧
会
u
m
H
日
時
円
・
時
打
(
総
酬

を
開
凡
る
と
、
昭
和
話
作
?
に
は
、
2
2
4
h
v
M
淡
・
乃
呉
市
い
け
筏
・
そ
の
役
一

4
人
で
い
閉
め
総
人
口
口
市
め
る
例
会
同
M
V
参
加
資
性
情
説
人
ク
ラ
ブ
会
H
H
珪
が

4
・
6
8
%
で
し
た
が
、
今
年
内
8
時
間
投
以
上
的
市
内
同
制
作
同
ふ
れ

I
H
M
附
判
白
を
日
見
る
と
4
2
9
0
人
で
w
v
燦
瀦
・
出
回
聞
の
申
込
老
人
ク
ラ
ブ

総
人
口
に
占
め
る
い
制
作
が
、
4
・
9
7
会
員
は
会
長
に
、
全
員
以
外
め
い
々
は

%
に
な
り
、
宙
開
齢
化
弘
行
会
的
総
絡
を
ふ
単
ハ
カ
キ
か
泣
江
川
ぞ
一
燃
は
慨
が
絡
所
へ
出

し

て

い

ま

す

。

川

口

7

S

ま

で

に

中

込

ん

で

ド

さ

い

必

寿
命
的
の
び
と
紋
家
紋
吃
に
よ
っ
て

今
後
も
、
ま
寸
ま
す
す
向
紛
殺
人
日
的
滑

す
U

中
部
に
と
ヒ
ニ
も

タ
;
ト
リ
ン
ピ
P

ク

i ;g 

ii 

に
同
哨
築
を
か
然
、
ね
て
来
ま
し
た
が
‘
そ

れ
で
も
淡
い
付
か
ず
、
増
改
柑
織
に
絡
み

切
っ
た
わ
け
で
す
a

第
2
小
学
校
同
川
、
現
在
、
げ
ク
ラ
ス

6
4
1
人
的
生
徒
数
で
‘
同
開
設
鐙
蜜
U

叫
制
緩
と
な
っ
て
お
り
‘
不
足
教
室
が
8

教
案
あ
り
‘
ぞ
れ
を
プ
レ
ハ
ブ
数
議
5

数
幾
と
務
総
数
案
内
戦
総
ぷ
撃
を
行

っ
て
来
ま
し
た
が
.
納
付
来
は
U
A

ク
ラ
ス

以
上
に
舟
ゆ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
誌
か

単
品
約
化
が
は
げ
し
く
、
織
改
築
が
建
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

ヱ
附
則
は
、
来
年
の
5
月
h
M
U
M
ま
で
で

新
し
い
校
舎
が
明
、
暴
る
ま
で
は
、
漫
税

関
幽
あ
る
鉄
務
コ
ン
ク
リ
i
z
?
の
い
傾
婦
と
ず

親

レ

ハ

γ
校
舎
を
使
っ
て
録
数
す
る
予
定

予
で
、
完
成
ま
で
は
、
狭
く
て
大
変
で
す

成
が
、
一
時
的
し
ん
ぼ
う
で
す
砂

時間絞
様
相
ザ
円
い
は
、
鉄
筋
毛
織
W
端
的
新
し
い

学
絞
殺
が
棄
し
、
明
る
い
教
窪
で
総
数

4

で
き
ま
ナ
。

の
ι時
全
霊
祭
V

孫
曹
工
制
時

我
刊
附
制
限
年
7
R
n
I
H
か
り
…
昭
両
日
年

5
n
口
出
日

去
る
o
o
n
m
m
n
.
済
的
中
を
、
議
2
V
綴
災
金
抑
制

小
川
小
校
丹
治
改
築
γ
品
市
中
内
総
工
式
が
ね
日
3
山
内
8
2
5
0
4
乃
m門

わ
れ
ま
し
た
a

軍
一
蛙
床
開
問
機

結
2
小
品
γ
校
は
、
明
治
山
ω年
じ
間
同
校
3
2
日
9
平
方
メ
!
ト
ル

寄
れ
た
形
市
げ
で
も
伝
統
あ
る
学
校
で
司

W
V

蛸隅品構

昭
和
刊
日
年
e
m
制
御
十
・
H
M
年
と
木
治
的
一
校
鉄
筋
刀
ン
ク
リ
i
ト
4
泌
総
・
後
滋

岳
商
品
そ
め
様
、
閥
的
利
訂
年
じ
は
鉄
筋
肉
校
教
削
組
問
教
盗
・
特
別
教
議
2
数
日
現
(
掴
明

ム
討
を
慾
設
し
2

母
臨
時
捕
に
伴
っ
て
縞
級
制
竹
，
図
工
)

罵的中で行われた2小企曽改築工事総工式
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(2) 

関盟

閣

議

は

、

附

官

後

す

る

把

け

の

技

術

的

総

を

し

な

す

れ

ま

な

り

ま

せ

ん

ョ

務

行

絞

殺

的

資

伐

を

明

確

に

し

、

木

俊

ト
イ
レ
を

i

1

3

カ

を

鈴

っ

て

い

ま

ぜ

ん

。

そ

こ

で

、

管

串

議

滋

は

総

ド

ニ

ま

本

人

が

申

汚

濁

を

防

止

す

る

た

め

に

.

油

化

横

取

撲

で

き

な

い

人

は

ち

義

務

内

名

簿

受

本

清

川

げ

池

端

戸

請

し

ま

す

が

、

…

私

u
u警
が

変

扱

い

毒

薬

Z
Zす。

殺
を
受
け
た
抽
械
設
磁
場
内
幸
お
に
¥
汁
バ
パ
行
ノ
っ
て
申
請
し
て
ミ
笠
宮
。
ト
イ
レ
を
浄
こ
町
一
豊
綴
に
よ
リ
、
潟
村
議
定
予

(
後
瞬
間
議
)

L

管
理
を
委
託
し
て
定
期
点
検
喜
っ
て

f
れ
れ
い
い
れ
¥
作
槽

Lさ
れ
る
妻
、
殺
殺
と
十
分
協
葉
県
知
事
内
名
簿
登
秘
義
務
づ
汁
.

干
さ
い
E

織
物
を
新
築
し
浄
化
機
会
品
説
明
臨
し
よ
続
的
う
え
、
車
議
申
手
続
き
会
し
て
下
絞
殺
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
.
静
化
綴

ま
た
、
海
勝
点
検
の
結
果
、
浄
化
機
う
と
す
ゐ
ペ
ト
イ
レ
を
水
洗
に
炊
淡
お
い
。
内
輪
刊
行
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

的
舗
を
し
な
け
れ
ば
、
浄
化
槽
高

Z
Z裏
と
一
一
事
前
協
議
を
け

U
Zけ
時

削

叶

副

会

主

点

げ

状

況

の

惑

い

も

め

に

つ

持
が
で
き
な
ぐ
な
っ
た
時
辻
、
市
内
清
必
畿
が
お
3
F

議

す

の

ニ

ー

之

、

浄

い

て

は

、

次

綴

命

令

を

、

懇

震

な

も

の

葬

湾

総

数

に

露

骨

義

し

て

下

さ

義

援

し

ょ

去

十

れ

な

き

引

設

仰

い

ね

拘

ド

割

に

つ

い

て

は

ふ

気

量

的

場

合

言

葉

謀

潟

、

警

カ

ン

、

空

合

苦

言

葉

の

み

な

さ

ん

の

協

力

い

り

警

が

お

る

か

、

元

理

君

主

み

別

総

ラ

は

、

名

簿

議

室

淡

な

ど

泊

予

護

ピ

ン

、

詩

的

事

葉

、

税

建

で

、

手

至

高

槻

貯

金

暴

れ

い

に

し

、

わ

受

け

入

れ

、

な

ど

を

護

工

も

め

ぞ

/

は

げ

け

ド

¥

で

は

警

が

で

き

な

く

な

る

お

そ

号

室

市

君

主

警

察

更

管

ま

よ

い

雲

を

つ

〈

り

ま

し

ょ

う

n

烹

す

a

議
叶
浄
化
筏
油
開
打
議
内
総
い
あ
り
ま
す
舟
で
・
著
書
議
液

ち
を
と
り
ま
く
環
議
は
、
日
口
日
に
議

S
T
O
P
T
H
E
E
N
V
I
説
。
で
ニ
れ
か
り
操
作
陥
落
を
設
援
し
よ
う
と
泌
総
織
が
多
く
発
垣
見
さ
れ
噂
点
従
汚
総
務
内
線
判
舶
な
ど
を
十
分
配
磁
し
て
総
行

化
し
て
い

Zナ
。

提

言

問

T

E

L

L

5

1

2

3

2
立
、
禁
子
市
長
と
事
前
協
議
長
仏
関
心

E
Kい
ま
す
。
そ
の
た
め

し
か
し
、
私
た
ち
が
、
ち
ょ
っ
と
か
A

〈
線
機
会
心
告
を
阻
止
し
よ
う
)
プ

を
つ
け
札
川
川
、
こ
札
ら
め
環
境
議
竣
を
命
闘
は
、
務
1
事
‘
ど
し
て
、
手
錠
必

l
…ー

〈
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
家
汚
染
丹
原
凶
闘
の
び
と
っ
と
考
え
ら
れ
て
仲
間

庭
で
‘
家
恋
排
水
や
織
化
機
内
排
水
に
い
る
し
縁
浄
依
然
林
水
を
と
り
あ
げ
ま

ト

分

気

を

つ

け

た

り

、

ゴ

ミ

的

総

数

化

し

た

。

点

資
源
的
湾
総
間
柄
、
滋
脚
内
口
和
織
的
消
し
一
尿
浄
化
措
階
的
機
持
続
削
?
を
伶
殺
し
糊
糊

胤
却
を
行
え
ば
、
手
資
沼
町
本
掛
川
川
内
あ
む
苧
押
戸
川
南
汚
染
を
く
い
と
め
、
も
う
ム
附
挽

妨

げ

ま

す

。

ち

丸

い

主

事

代

協

を

と

り

も

ど

し

ま

し

鴛

吋

S
T
O
P
A
T
H
E
E
-
p
a
を
よ
う
。

が
無
開
明
け
の
も
の
と
苧
畑
郁
夫
w

れ
ま
す
a

県
と
ム
市
で
辻
、
後
発
。
げ
ら
仙
川
に
浄
化
e

同
日
投
孫
手
会
し
開
原
市
化
問
的
愉
愉
紙
約
J

内

情
的
立
入
れ
ソ
検
査
会
行
い
、
機
符
鋭
縫
業
者

的
指
御
神
‘
品
協
議
状
況
円
強
い
も
の
に
つ
火
山
出
総
務
(
有
)
官
(
舵
)
0
8
6
9

い
号
、
警
交
官
や
ら
す
る
こ
と
キ
余
波
悼
平
富
山
1
的
目
的
5

子
四
制
緩
で
は
、
人
口
内
…
増
加
に
浮
フ
叩
闘
し
、
撤
衡
を
す
す
め
て
H

ま
す
。
ぬ
刊
品
ル
務
柄
拘
仙
(
胞
}
7
3
8
6
我
孫
子

義

主

主

主

治

様

式

的

変

化

に

t
t
t
t
t自
1
1

市
償
問
9
7
7

よ

っ

て

、

ふ

殺

害

重

量

及

L
M
m浄
詑

繕

を

4
4
1

箇
習
鰯
機
常
市
民
サ
口
ン
閥
闘
関
麟
融
幽
隊
側
闘
機
開
問
脅
'
E
ン
際
関
闘
機
臨
機
麟
鶴
市
民
サ
ロ
ン
繍
機
関
墜

し

た

た

め

、

し

隊

浄

化

警

警

器

使

用

さ

れ

て

い

る

を

確

立

し

、

河

川

町

求

書

す

ま

方

は

定

鶏

検

殺

を

i
l
i
s
M問
除
去

h
M
Zコ
~
人
q

午
後
3
時
ま
て
年
金
務
総
合
資

i
i
i
j
i
l
-
-

…
1
d行
斗

③

!

j

;

し
よ
う
2
、
昭
和
空
間
R
I
Hか
ら

i
i
i
l
i
-
-
二

綴

判

票

主

的

役

厳

重

t
z、
望
ム
誇
ふ
?
ご
手
間
で
ご
利
用
下
さ
い
。

楽

隊

長

主

愛

情

事

警

製

票

管

‘

需

-

諸

問

委

…

/

鵠

/

針

し

た

当

手

段

議

官

歩

主

的

等

し

‘

言

状

〈

品

判

官

、

書

室

2す
の

L
て

効

臨

す

ら

あ

げ

て

い

ま

す

。

霊

長

総

に

な

っ

て

い

ま

す

が

、

一

¥

郎

吋

年

三

老

季

語

議

室

に

つ

い

て

の

た

普

℃

、

議

昨

今

レ

~FIZ--

主

主

主

問

、

水

質

量

三

詩

的

一

足

、

L
鼠

浄

化

簿

二

市

一

係

み

っ

た

入

、

で

す

山

下

三

二

の
強
化
対
駒
郡
と
な
っ
て
お
り
、
書
け
の
縫
著
書
謀
総
口
あ
る
と
日
比
一

r
i
l
lレ
潟

霊

的

決

悠

主

ι号
、

5
L〈
重

き

れ

て

い

ら

れ

ま

す

。

~

福

祉

彼

等

金

に

そ

た

人

(

加

入

三

塁

g草
案
年
金
刊
誌

ま
す
i

し
政
均
化
抽
閣
の
浴
間
期
的
問
な
綴
持
管
一
立
は
、
山
間
川
町

A
V
H
待
問
?
を
変
え
た
、
r一きハ…側聞
γ彬
念
総

1
6
1内
線
2
8
7

市
内
で
は
、
現
在
ま
で
に
約
3
5
0

則
械
は
、
法
律
に
よ
っ
て
液
関
川
狩
口
線
…
年
金
め
い
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あ
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あ
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を
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関東大震災の体験

G 条

し、ょこと。

て消火すること。

救出すること O

O 

閉鎖j中学1匁主主のとき・ e ・然絞

めま会委主主℃が終り自主む(東京選憲章第狂言奇

妙)で然食をしていた. . 

r:iLつことがてaきなかった。雪誌の

カモイがバタパタと淡をたてて滋ち

務ぴ家のやへは入ることがて・きなか

った。者若心のさ設i主主翼っ$1こ燃え、 3を

は胤令指主げただれたトタン板ヌ夕、ま

るマ?紙切れめように|給ってきた。 i鐙

協にはき悪童文の儀委基金Z生じ、そこに字書

ちまいと必死て'多〈の人が逃げまわ

った。 2隊機的家{まH皆が主義れ、あ
たかもひら家のようだった。全詐絞i主

総践と1とし、カ…テンというカ
ンi立法主て包機にttl'詞きれた 0，1
r士宮震でー醤恐ろしいのは火災で

す。毛足帯主i土、 自動主事が多いのでi設殺

は大汲設しを起こし、本責任め道路的役

割lま来たせなくなるでしょうけ

えておくこと。

ふだんから安全なものを正

から猶下しないよう設全に

めておくこと。

くこと O

音量がかな培有効です。?時火器

っておきましょう。

ツキ2蒔火紗を周波し、よ〈火

きまし上う。

が予審ちないようにぷ績をしま

い物は下iこ還付。

i立、機会どにしっかりと協定

事項者主義認しましょうわ

滋襲撃経路を空襲抜で言者し苦手って

額
コ一向
コ一…
思議弘
タオル

間
為
替
L
¥イ

鈴水準ーさん(寿〉

※霊建肢と i土地閣の揺れ方的強務会表わし、?グιチュード

とi土地主義そめも的め火ノj、をき挺わす指数て網す。

?両容は閉じことてすまありません。

地盤率的支意綴が火きくても、震ぶ綴i密から廃量れていれば震

授は小さ〈なり、規綴が小d(ても、議室源地がi詮くであ

れば渓療は大きくなるわけで'すe

。警護湧器具毒事

。フス7 ・"Ilもーテンなど燃えやすい紛のそば‘絡が

終晶子.するおそれのおるところでは使用しない。

。火をつけたまま持ち養護んだり、主主泊した号しない

こと 〔特iこがソリン!と主主主主〕

。出入I=lや錦 fj綴潟、危険物然管場所ではf安舟1しな

し、a

。石泌スト…つ"1土獄後Ei翼IJi野火謀長鐙のあるものを後

F闘する〈淡主主使用しているもめで、紛議選消火殺鐙の

ないものは52王手10月から{安えなくな守ます}

01烹絞首11Jには必ず整備点検をする。

。ガス昔告J誌等
。コン口約…上:吾~Iニ燃えやすいものを緩かないe

oξ きどきブラシて4パーナーを争議院長する。

Oホースのヒ Eゴ!語mt工、後Itてべ十つくものはすぐに
とワかえる。(ガス強襲発のもとになる)

。ふだんの心がけ

5.4 

Oタパコ iま}来初iのあるところで。発響力ゴlエij遭いがら

を主舎でない。

。外出するときや終るときは消火が父会て>Jうるか綴

喜容する。

0"7ッチやライターは二子どものと予が届かさどいところ

に奇襲( (火的こわきをよく教える〉。

ふ9

4争点火め燃は?ツチをすってからコックを鴻〈命

令ホースi立後かt=.llこ、及率季えはT.t=.llニ。
。ホ…えにはホースパンドを、ぞ予や腕全;こはキャッヅを。

。絞る誇号、 iおかける善寺;ニは苅稔を芸高めてから。

。主主具はいつもきれいにそ子入れを。

。臭いがしたらニヨサクを閉めて火の気を綴って換気を光分

にする e

7.4 I 。総呂場圃火祭湯おかし畿の銭安宅設僚は安芸妓lこ。

。どんな小さな火災でも 火災を出した号、発見したらと

にかく火声を泌Lて「火事だ/J と家主義や近所内人

lこいち王手く紛らせることですの l人て'火を;脅そうと

したり、滋げてしまうと、火災を大きくするばかり

でなくたくさんの犠牲殺を出すことにな守ます。 n
火災が発生した持て'も、 J令書争i二、 r主主物火災J

か f雑草火災J か「自動主事火災」かなどをはっき号

通報するととちに、近くの回事票率詰(Woえ1;f00学校

様、 00悪史的見芝{問)を訴して泌総して下きい。
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〈警察にいたら〉

。すばや〈火のしまっ

Oj議後がきたら…守番手iをかな人が予をのばしてすぐ

火を消そう (とくに炊事てや火を使用やめ善寺;之、必ず

火を1脅そう〉
。 r火を;寄せ」 と主主いに予誌をかけあう

Oifス器具の元栓を員長める

。使用中の綴E腕量呉はすぐ火を消そう

。すぐ外iことび出?な

のあわててすぐ外に飛び燃すのは危険マす、カワう

や肴紙、:容ガラスの絞片なとら際、わぬ物品若手芸ちてき

すので、タトヘ;ちる時には十分なさ主主主が必要警ぞす。

O丈炎主主建立主主lこ身を接手せた号、緩やベソド門下にも

ぐりこむなどしましょう。

。どんな大きなま事震でも火きなゆれ;卒、 2--3分ぐ

らいです、主審菱自の綾子をよ〈特産苦し冷惨な行動をと

るよう!こしましょう。

〈タもじいたら

。E語数主主iこ乗っていたら

O道路の孟さjftlHユ主事を i上約、 キーを入れたままま撃から

荷量れよう{ス…ドを似してil主{ずようとしてはかえ

って主主持者です)。

関東大震災の体毒素

総数式をひかえ争~極的下街に前日

もどった18需llrやさ詐 24三の紛fょった・

・設設しい擦れぞ、思わず 2~長'の窓、

から数千場へ出たがカワラがえfラガ

ラと洛下し、気がついた袴には物干

場の下1;:もぞってしまった。階段J主

的ってしまい、予皆下にはなかなか際

ワられず、やっとの怠いでC7トiこ出る

と九段方面はすでに火の滋と化して

いた。ラ忠義主的 lJ…ドでバスケットを

lっそ予;こしてJ二智子公燈に滋襲撃、そこ
てeーー伎をiめごし、与をき鮮で我孫子ヘナ需・

った。

「避難するE寺l立身的関り品だitを

ぞきってi1主tずるべきだゴド?殺の際的

食料・水を日後からi事織してお〈必

聖書がある J ri¥!i!襲撃所iこはIT.い場所も

必望書fどが、火災の火を防寸火器主主総

木が必要警だ./1伊Iといっても線機守♂
務恐ろしいのは火災て・すJ

渡辺総務部ん(縁〉

意.まず火の始末をする。

議.あわててタいことび出窓な

3.火が出たら瞬泣所協力し

4.けが人が出たら協力して

:l.畠齢車で避難じないこと

位消火用水、消火器援そな

7.こんろ、ストーブ類は、
しくイ患うこと O

S.舵険物は、倒れたり、織
る O

C).避難場所、経路をたしか

富む.非常持出品なまとめてお

sb 千尋 1 

ましょう。

。潟火体勢をフj"~註に

。初期的手党総てがは消火

長鍛え、イ院をF目方法を生日

。ふだんから淡火パケ

を使う場所iニ鍛えてお

。主主内対策

ot緩や家ゑの上から物

しょう (緩い物やコたき

01倒れやすい本搬など

しましょう。

。家主義で襲差し合おう

いざという袴の分後

o泌総先・議室襲撃場所・
必きましょう。

〈地麓が発生したら〉

4長争万葉書消火を

Oひとりで手におえな〈なるがil二、総支を絞め人と協

力し会って初期的段階で火を淡しましょう(地震で

いちばん総ろしいのは火災です)。

。余議議・デマにまどわされるな

O余震やデ?にまどわt'-れず、ま葬寺普ラジオな1:'1こよ

り約書産な務報告キャッチし、秩序をゆって行動しま

しょう。

。霊奪三撃に言語っていたら 。滋襲撃は告を歩で

O率内の協定物にしっかりつかまって、終務員のす昔 。本でのよ臨機{まかえって滋還しを大きくします。必ら

示に従う。 ず存をさ訟で遊襲撃Lましょう。

Oま患下鉄は軌道1::1ご級王主憲章があるので、むやみに率 。総物i主義差少燦民主lニ(非常時寺待出ぷだ:打。

タちへ飛びlliすのは危険てeすの 。予告会i土背負い、機人や老人がいる時I立険率五率やま立

。地下衡にいたら 者さなどて?。

Oj患下衝でいちばん恐ろしいのはパι ック状態です ③務上に注意を

3滋…下街I主構造I二は安全iご労務ているのて'議委づだいに のへんメットや防災ズキンあるいは燦ぶとんて、手喜一下

行動しましょう。 すおから頭を隊長獲しましょう。

O火災が発注すると霊童、有害撃グスが充i絡しますので、 。完主F主な所はi室ざかれ
長裏書事のくる方向とは封遣の方向iこj必ず、走聖書手めない浴

手立やスロ…ヅから主主J:l1ニlliましょう。

。デパートなどで災暴露中なら

。ょたレベ.ターやP皆段iニ挙実aUすると危険です。

0;卒蓄箆になっても若手?きだがつきますの令、指者ミiニ容を
ってi険機しましょう。

。外を歩いていたら

Oプロヴク1mや石主廷のそば、 JIIべりやがケi立j設け広
し寸藷戸斤へililS繁盛しましょフ。

〈コ繁華街では、よから宅約反やガラ式会若手喜ちてきます

ので'主義を銀総ずるようにしましょ )c 

0';翠毒事による!滋議室に注窓しましょう (えとれ下った後

線Iこl料品対に書室れない)0

02次災皇警の発生しそうな鴻阪から途2ずかる o

Oifソリンスタンドやガスタンクなど2次災害的多長

生しそうな場所lこは返よらさどい。

C狭いi盤、 ガケ、JlIベ号、主義寄託線lこはi!tよらない。

。日頃の安当量管理を

Oプロパンガスめボンベi時流な 1:::で倒れないよう協

定しましょう。

Otii岳ストープ{立闘す援護連安鐙付のもの告使用しま Lょ

2。
。かえの元宅金はふだんから必ず閉めるよう主主淡づけ
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中降公民館

湖北保育隆司

若草幼稔関

湖北小学校

湖北中学校

古戸公民主意

J二新木脊牟量産
みらき聖子 1号公務

新井ょ;青年総

務木湿地費年絞
殺後台、青冬絞

浅間約青年皇室

IT 蕗基地青年一豊富

布{左小学校

;荷役下青年童書

ギ¥J f.友中学校
靖子{友会友保育関
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め f;i: 2 号公喜重
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認

家族会議

ブロ〆ン転倒防止

ストーブ♂)点検

口…ブ等の点検
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(4) 

JAS マーク 漣鎖販持取引の
規制

。広術的規制、つF~MI な勧流行為

町長持Jl

迷f立政光司文章11ニつも、て門広4t

には、語講占1，内総委託、持主主義l!Lな

どを明治するよニとが議事務づけら

れています。また宅入金銭級交取

引の藍h~秀に為たつでちき克t衆電雪や

主主主茸おが護主導芸なれJ1lに-H、て主主

意仁事災を管Ifなかった争入う

そをいつむりすると!滞納が課、せ

ら札ます。 また、起草淡を欠く主主

誘{誇大な主主{れをしたリ、うそ

の情報を告げたり、おどしにi丘

、、方法をつかったりして行ヮ勧

誘)についても剣制が加えられ

ています，

のf車lm:r:品など

的終林物資の品質を保証するた

めに、法律にもとづいた規格検

恋に合絡した製品のみつけられ

るマ…クです。

く綴ヨ二怒〉

議って下記事い
ネテープレコーず- *幼泥沼自

転移 キ幾人湾潟章王室事 *英文タ

イプうイゴヲ一家，、ピーパギーカー

言葉りたいも的、言畏ってほしいも

仰がありま[たら陶工諜へ田(82)

1151内線233

綴ります
来年佼幼稚{詩に入閣をど稲i滅的

お子さまは、 IOJli51!かわ入I胡'宅

i人I、人岡崎将がドI?e.内科l判で内1市

されますD ご語気的fJJ権問お

こしドき"0
間見募集辻、日111Hから{打、

ますグヲで、そ札.t:tfi1与lif争i留ともい

3さ、日壬Hをしまそr;二σ

なお、つ<L'f幼稚{朝につきま

しては、 911";ミ日に新たに!鴇隠さ

れますので、我孫子市に新たに較

的してこられた主で、人:斡ご希き授

の }Jは院1雪耳とl<iJ~与に受H ま寸o Ji， 

第j史的人総希室宮内お子さまについ

fl江町却If控室号とi奇縁‘ IIfll 
Mかv愛{をますa

*適量幾き毘〈釜‘エントツH)

ホtei主義F寄テーブル{的X15号)

*応援事点セット 本洗濯後

傘~)レバー車高機 キベピーベッ

ド キ奥予凋自転車

~重量鱒 牧村望者はお転貸員総

t>申lb 9月 1日から市a桜さん
室へ申込んでドさし"自 (84)

7661 

氏名をお矧

争申込先 下主義務絞針淡縫栄治セ

ンタ {季語戸市小f謀本7.繁務

長事{}f毒rr1i')控Q473(51) 2111 

r 術史研究講座一
18湖北村のあゆみJ
総E援会長募集

的高葺織は、前終的皆きんが講 r ¥¥ i考委事256~9

展事的側引ながら、設備身的 9l'Uを鋭生活教室:) 械工務)

i書資ゑ協に!議する絞殺を身につ 累民政治大
げていただ〈止めに千緩祭松戸消

費生活センターて'は宅次めとおり

生活教擦をrrいま
Hl時世 YJ7 II (水)午前10時

から120寺までω

惨場所 時主総白雪11子1時苦言6f首会議
室。

炉テーマ

知識J る「主主?主総を考乏援まそう J

b参加筆聖桧 どさ訟たてaも務1mでき

県民的政治意識音声詩的、明るい

選挙推進運動的リ ダ…ぞ主義成す

るために県民政治大学舎行い

炉開催日 9月20司(火)・ 9月

26臼 (月.9月2911(ヰミ}

10丹8ヨはう 10H13IJ(本)
診場所塚本ピル大ホール

惨事事集方法 受話専を希笈する

察選挙管潔委災会{τ 譲治111九〉努f
1"'1 宮0473~23~21認) Iニ9

1110自までに申込んで下容

千葉県都市公社
伎se一般会議

(i>ltlll…ユニ λ タウン 絞分淡t>ま華F喜入車亀 5号子 400r，・女子20
接続宅生滋之友H!，/i吾妻3"J'lll喜子 名

21i!r t>手翠F語字主主 "fl手話量3'1乙4月 1B 

争戸数 回， i t>毒者華喪8および試験I邑

きか主義主査官軍著書 11671i7964Pj-~2301 号子…;~lOH 2 H • 次10月2

F万19絞詰8蹄9肉 日および11丹【中や匂t紛自華詩華E普嬢9事毛箸iは1か1

(!住i主二tオ1":1~金詮総ふ激控公j，J料i

s惨診持綴暗桟鎚 f佐主f台"市七減，す{:大来2却04一 日および1ω0)月'31げ7臼千1楽罷市

31はか t>5距験資総 5路子・ 4年制大学的

1>戸数 16'1 宅件費鳴を活字書撃した草寺および来年3

砂主題;車傾綴 1343/i7205f1Jか勺15 ヲザ占禁鞍箆込的弱{級事J25年 4月

10li3B2orJ 2日から総干1135'子4月 1日まで

くわしいことは守子葉娯都市公 に詰した者〉

長務部主務部2，章へd 盟0412>241 女子.Iii信装!2s1f.4丹2詰から綴

1771 窮13器等Oj1 aまでE己主主した女
子章義i玄関いません}

社若手軟式窓球大会 同込鐙対線級努子・ 8丹22日

~tttのあゆみと 1>1 1誌の労働と生活

町議手 iきずりますョ

t>静詩機関 9月から京都3月まで

的自正月総3Bi話日午後1時30分

から 31時30分まで

1>1曇照 時)~，と公民告書

T.I翼線 海軍事湾 総筏二五九学教授

歩E主殺 40名

ます。

1>申込11記長 ハ if;そか詩級品で主主義γ

〈手買沼(上沼)係五話会}

砂期日 9月4日(日}

炉主義合我孫子市役所午前8

30サ

〈守己主主j昌カウント〉

t>翼耳臼 9月1111 詰}

þ>~薬会我孫子家i立;号令出i註熔

/き Fl78 ¥
¥ fi泣8綴一部逢休 / 

かり 9月22読まで‘女子 8月

1>1ヨ時 11 il15日午前9誇から 22日か均 11111211 tτ? 
争犠係争穴熊公1"1コート 傍受付金襲節約翌年堅持潟、採取所、

惨殺1毒殺4晶子diflel主的方で、拍 車主税所

9R7司、成沼線東我係予白木 高官以上向与母子‘ 30歳以上。yt<-r わ L< 1本、約絞殺務段。471俗世

下測で奄運転円安全確保をnうた 併話話機 1人 200fT!(当 11受(.t) 9181 

時に、レール町交換を n~、ます。 惨申治方法 91114日までにハガ

目、成国務を利用される HIま キで小林久根(;flti，品イ令市柴崎44

j~孫子駅南口と木下駅か均パス代 9 -308) まで副i送 Lて下さい号

fr輸送を行います。 (教下草委員会} 二子宮案採狩然です之、主主i準主主被災を

募集します妥

参事事草草人災 総務

，.受付翼語録 9H5日かんIOfl6

日まで

静試験Eヨ lom6B(者向1次試験)

砂受験重量裕 U1!fU28年 4月2臼か

ら辺自利35卑4月 1日まーでに生れ

た女子で学illil玄関いませんが、

商卒綴丹室内学技護が必要堅守すG

出くわしくは、担当事事終緩までe

して

の問籍、{十民票のE奇妙本の主主
f守 口 QJ~霊登録誌明(本庁て'
ままま事液内も的)的交付。

サャピス時間

話器寺30分-121守 口雲寺-17誇
{本然自の善意1&は特仁謀議し
ますめでお滋けください。

{市総裁絞草寺行致逮総長詩}

鴻徐撒霊炎

テレホンサ…t::ス
望匡言蓄をかけることにより

市町議務毒事がわかります。

平日はIi璽r.司内総務、日程翠 a

休日には、 自容器・休日翁草寄阪

がわかりますo (24時間百T総)

egJ'l6段{火)

号待_.3雲寺

鯵詩吉氏納言主主主出c
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